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〔Ⅴ〕 電 動 力 応 用 機 器

MOTOR APPLICATION EQUIPMENT

本年も圧延機,巻上磯,抄紙機,クレーン用電気設備

を多数製作したが,紡績用電気設備および舶用電気品に

著るしい進出をした｡圧延機用電気設備は昨年完成した

電動力応用実験設備により1箇年にわたり専属の研究員

による基本的実験を行った結果,急速加減速,電流制限,

負荷平衡に日立独得の新方式を完成し,10,000HP級の

熱間圧延機で運転時聞0.84秒,主管制器の急操作によつ

ても電流制限の効果は十分顕著なことを碓諾し,今後の

品に格段の進歩を遂げうるものと信じている｡また同

実験設備により交流巻上機の極数変換,周波数変換によ

る低速度自動制御方式が完成をみ,今後の発展に資する

ことができた｡

本年の圧延機設備烏二Lとして非鉄金属圧延が多く,制

御方式も一段と進歩した｡士別高槻ほHTDの改良が製品

化され,磁気増帽器の大岨活用と州まって,いつそう経

基,迅速安定な制御を行いうるようになった｡

舶用電気晶は10隻分あまり製作され,特に直流電動揚

貨機が優秀な性能で多数 作され,斯界の注目を浴びた｡

圧 延 用 機 器

急速励磁,電流制限,負荷平衡方式の研究尭成

昨年完成した電動力応用実験設備により熱間圧延楔の

要問題である題記諸研究を専任研究員により実験研究

し,斬新な日立方式を確立した｡本設備のHTD,励磁機

は10,000HP級の圧延機に用いられるものと同容量を

有し,主発電機,主電動横は特定数を実物に類似せし･め

たもので,その結果は実物となんら異るところがない｡

なお研究に当りアナログ演算器を有効に応用した｡急速

励磁はフィードバック回路の金属整流器,ダンピング変

圧器の有効適切な設置により第1図のように基準速度に

おける逆転時間を0.84妙に,また主管制器のノッチに

無関係に完加速を行うことができた｡電流制限は負荷に

第1図 急速加減速オッシログラム Fig.1,OscillogramShowingQuickResponse
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第2国 電流制限オッシログラム Fig.2.OscillogramShowing CurrentLimit
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第3図 負荷平衡オ ッ シ ロ グ ラ ム

Fig･3･Oscillogram ShowingLoad Balance

よるものと,加減速時に生じるものと二分して考え,後

者に対しては第2図のように電流制限HTDの作用によ

り主管利器ハンドルの異常急操作によっても有効なこと

が確認された∴双電動機駆動の負荷平衡は発電機電圧に

よる方式とし,ロール径による調整ほ勿論第3図のよう

に有効な平衡をうることができた｡

大阪造幣局納300ⅢPニ重可逆式圧延機用電気晶

本設備は貨幣用素材を熱間あるいは冷問の阻圧延をす

るもので素材厚みは勲問の場一合60～135mm,i･て㌻間の場

合20Tnm,仕上厚みはいずれも4mm程度で精度は

0･1mm,圧延速度は熟間144m/min,冷問72m/min

で機械品も日立製である｡

圧延用電動機は300HP±440V±300/600rpm,常

用最大回転力225%,非常最大回転力275%,125%負

荷2時間に耐えるものである｡

主発電 は250kWで電動機･と同じように最大出力

275%,125%負荷2時間に耐え電動発電機は電源およ

び負荷状態を考慮してイルグナ一方式とし,前記直流発

機のほか250HP3,300V60へノ1,200rpm,長大回転

評 論 第38巻 第1号

力275%の誘導電動機および6,000HIしsecの蓄勢輪よ

りなる｡

電動機および発電機はいづれも圧延機用として電気

的,機械的に十分頑丈に製作されており,また直流電動

機のGD2は極力小さくしてある｡

電圧および界磁制御用各励磁機は差動直巻付で頂上電

圧の高いものとし,制御励磁機,HTDの使用によって

敏速な加減速を行うことができた｡電流制限には即応性

の高い電流制限用HTDを設け,過電流の場合加速時は

電動機界磁を強め,減速時は発電機 圧を下げ常にトル

クを最大に保ち有効な制御を行いえた｡

この結果,比較的高速電動機であるにかかわらず最高

速度の逆転時間を約3･5砂にすることができた｡

台湾アルミニウムコーポレイション網

田重アルミブレイクダウン圧延機用電気晶

本設備はアル 環としての中間冷問仕上圧

延機であり,磯城晶も日立製作所製である｡ストリップ

ルとしては小型であるが,特に厳格なデーヂ制御およ

金屑特有の困雉な諸問題を克服して優秀な成績を

あげ,この種設備の横械,電気の一括初輸出品として特

筆されるべきものである｡素材は幅36〝,厚み3.Omm

の熟圧されたアルミストリップで仕上厚0.5mm,圧延

電動機は400HP440V400/800rpm,最大回転力200

%,巻取り用の張力リール電力機は125HP330V350/

1,200rpm,最大回転力200%である｡制御方式は単独

発電機方式とし,それぞれ350kW,110kW直流発電

機を用い,これを 680HP3,300V60∩し1,200rpmの

同期電動機で駆動する｡

圧延電動機およびリール電動機は

HTD による高精度の速度制御を行

うほか,リール電動機はHTDおよ

び2kW界磁昇圧機を用いて張力制

第4図 銅合金,ニッケ′し熱冷間粗圧延機イルグナーセット結線図

Fig･4･SchematicDiagramof theIlgner Set for Copper

AlloyandNickelPlateRollingMill

御を行い,加減速時のGD2補償は

フォーシング発電機により行った｡

また張力調整範囲は特にアルミスト

リップの特有性を考慮し,最低0ま

での広範囲なものとした｡試験の結

果張力制御誤差を約2%にできた｡

圧下 動機はAISE型直流電動

機を3巻繰式発電機により駆動し,

最低1/100mmのロール間隙制御

と十分な適応性をもたせることがで

きた｡

日立電線=場納300m/miIt

平角銅線圧延機用電気晶

本圧延機は直径13～4mm丸銅線
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第5国 主ロ
ール用400HP直流電動機

Fig.5.400HP D.C.Motor for Main Roll
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第6図 アル ニ ウ ム 冷間圧延機結線図

Fig.6.SchematicDiagram of Non-Reversing

Aluminium Cold Strip Mill

を1パスまたは2パスで3.2×14～0.8×3mm平角線を

圧延するもので,鉄板と異り持に高性能制御を必要とす

るものであるっ本設備は従来のダイス引抜式に比し生産

能力,工程,歩留りの点で飛躍的進歩をもたらすもので

ある｡圧延機は米国トリントン祉より輸入し,電気設備

は一式日立製作所にて製作したもので現在きわめて高能

率の運転を行っている｡巻戻しリール,主ロール,巻取

りり←ル用痕流電動機は各箇発電機方式とし,磁気増幅

器により電圧および張力制御を行い,巻太りに応じリー

動機の電動界磁調整器を動かすいわゆるメモリアル

制御方式とした｡

桂乗銅板選別装置用電源設備

本装置は八幡製鉄所納珪素鋼板選別装置において鉄損

測定に用いられる定周波数自動制御電源である｡5kVA

30～150V45～65c/S4極単相正弦波発 磯を5kW直

機 器

壬ロール
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第7図

Fig.7.

妄言一躍 壷伊桝

肌- 〟J 肋=川′

桔

平角 銅線圧 延機簡易結線図

SchematicDiagramoftheFlatWireMill

第8国 鉄損測定用定周波数電源装置結線図

Fig.8.SchematicDiagram of theConstant

FrequencySource for theIron LossMea-

Suring Device

流竃軌 でレオナード駆動し指連発電機PGと磁気増幅

器により6kW直流発電機の電圧を制御して速度したが

って周波数を一定にするものである｡

基準電源はランプ式髭電圧直流発 機で,磁気増幅器

は120c/Sとし,試験の結果交流発電機負荷50c/sの変

動に対し0.2c/s,受電電圧10%の変動に対し0.1c/s

であった｡

製 紙 機 用 機 器

紀州製紙パルプ納抄紙機用電気晶

本設備は紙幅88吋,抄紙速度150-600ft/minのヤ

ソキ←型抄紙機でラインシャフト駆動を行うものであ

る｡主電動機は120HP,1,000rpm,最大回転力200%

でベルト掛けでラインシャフトを駆動するもので,ユニ

ットク←ル方式を採用した｡速度制御は110kWのレオ

ナード発電機をHTDと電動機に直結した永久磁石式

転計発電機とによって電圧制御をして行うもので,受電

電源の変動,抄紙負荷の変動などに対して,抄速誤差は
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第9図120HP抄紙横用直流電動機

Fig･9･120HP D･C･Motor for Yankee Type

Paper Machine

0･5% 以下におさめることができた｡

神崎製紙納

連続式アート紙コーティングマシン用電気晶

これは紙の表面に特殊の薬品をぬり乾燥させてつや出

しを行う機械で,原紙を連続して巻戻しロール,菜品塗

布器,巻戻しコンベア,乾燥コンベアなどを経て巻坂り

リールに巻取るもので,紙速200～600ft/minである｡

巻きもどしコンベア,乾燥コンベアおよび巻取りリー

ルはそれぞれ10HP,15HP,10HPの直流電動機で駆

動し,これらの電動横は30kW直流発電機に接続され,

その電圧制御を行って,速度を制御する｡乾燥コンベア

と巻取りリールの間にはループを設け,巻取りリールに

附設した機械ブレーキにより張力をかけながら投光器と

光電管を用いてリール電動車 の界磁を制御しループ位置

を1ft の範囲内に常に保つよう自動制御を行って運転

の能率化,容易化をはかった｡

鉱 山 用 機 器

サイクルチエンデ制‡卸方式巻上機用電気晶

松島大島炭砿に400kW坑内斜坑炭車巻を納入した｡

本巻上杉 は坑道の関係から全行程約1,200m中,頻繁に

低速運転(約1/4速度)を行うという特殊要求があり,通

常の二次抵抗制御のみでは損失も大きく安定な速度制御

が困難なので,減速過程および低速運転時には特別に設

置された低周波交流発電機(15へノ)より電力を供給し,さ

らに自動制動回転力加減装置によりマイナス負荷におい

ても所望の速度で運転しうるごとくした｡すなわち第10

図に示すごとき特性を有する2台の抵抗器を第1咽のご

とく接続して同時に操作し,それを操作する油圧操作

構に連動せしめられた 牽制限開閉器により低周波側と

商用周波側との電源ならびに二次側の切換操作を混触す

ることなく順次に行い,下荷減速時には安全適切に低周

波側へ切換えて円滑なる減速操作を行うことができる｡

また級体制御器に連動して駆動される速度指令用のポ

､
､
､
-
､

制御把手行程

第10図 二次抵抗器の抵抗変化説明図

Fig･10.Resistance Value of2-ry Resistor

to ControIHandle Stroke

高速側 低速側

減体制御呆

第11国 交涜巻上機低周波制御結線図

Fig.11.Schematic Diagram for Low

Frequency Controlof A.C.Winder

テンショメータと巻上電動機に連結された指連発電機の

電圧とを比較してその差を磁気増幅器で増幅し低

電機の励磁の強さを加

波発

することにより,指令通りの運

転を行うことができ,負荷のいかんを問わず低速安定速

度をうることができた｡

第1咽は一次電源周波数切替接細器を示す｡

仕･ 様

巻上用電動機‥400klV3,300V60へノ720rpm

安全増防爆型

低周波交流発電機‥120kVAl,000V15〔し900rpm

安全増防爆型
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第12図 ←1 次 切 替 接 触 器

Fig.12.HighTensionReversibleContactor

直 流 励 磁 機‥12kWlOOV900rpm

耐圧防爆型

発電機駆動用電動機‥150kW3,300V900rpm

安全増防爆型

CF制御による巻上機用交流電動機連座制御

近時巻上機の運転は自動化されつつあり,そのために

は巻上機起動時と停止時にF-:l動的に1/10程度の低速を

必要とする｡

本制御方式は交流憫器を使用して構造簡便で安全な自

動運転を行いうる方式である∴第13図に概略の結繰図を

示す｡操作は高速時には主電動機(MM)単独運転とし,

低速時には補助電動機(AM)を 用Lてこれにサー

フダー(SL)によるCF制御を行って低速をうる｡

本方式による製晶は古河鉱業好憫鉱業所に納入し好調

に逆転巾である｡

荷役および建設用機器

建設用クレーン電気晶

堰堤コンクリート打制11ケーブルクレーン㍑先に納入

され好評裡に運転ヰイ)甘京都水道局′N可内紺25t両塔

走行型とほとんご1~司→仕様の18t走行型のものが,電

憤開発鋏凛発電戸車二納入うれた｡巻上開200kWx2台,

横行用300kWxl台J)直流電動機昭,それぞれ450kW

および300kW市流発電機により,HTDをイ重用Lての

レオナード制御を行･う ヒもに,電流制限,負荷平衡な

どの制御も行っている｡新い､試み上して,バケツ積込

および打設現場の作業状況を良く見渡せる遠方の運転室

から能率良く運転操作を行いうるょうにした｡このため

距離感の誤差による運転操作の問誤つきがなくなり,バ

ケツの運搬時購1を短縮することができる｡すなわち運転

室の運転把手を捕作するこ土により送信機を回転し,機

械室の受信機をそ叫染作甘藍に軒当する位置までl銅云し

制御器ノッチを進れ 速度を意のままに遠~ノブより制御す

ることができろ｡

第13図 CF 制 御 方 式 結 線 因

Fig.13･ConnectionDiagramofCFControISystem

第14図 電源開発秋葉発電所納巻上用200kW

直流電朝機2台

Fig.14･200kW D･C･Motor x2forHoisting

Supplied to Akiba Power Station

また運転の始動こおいて運転室操作把手および機械室

制御器が零位置になければ操作回路が開成されないよう

インタト→ロックし安全を期しで-､る｡弟1咽は巻上円直

流電動機を示す｡

一方,同じくコンクリート打設用として,農林省矢作

川羽布堰堤打設用として6t走行門型ジブクレーンが納

入された｡本クレーンは走行門型部分と旋回休部分とよ

りなり,巻上,僻仰,旋回,走行の各運動をそれぞれ独

立した電動機で1人の運転手によって自由に遠方操作し

うるものである｡巻上用には75kW直流電動機をレオ

ナrド制御し,負荷電流により直接励磁される可変電圧

励磁機を85kW直流レオナード発電機の他励磁巻線に

負加減圧機として接続する｡またこのレオナード発電機

には自励分巻巻組も有し,これらの界磁抵抗を適当に

整することにより発電機の垂下特性を自由に調整しうる

よう考慮されている｡

なお僻仰,旋回,走行用にはそれぞれ20kW三相誘

導電動機を,また旋回半径指示用としてセルシソモータ

←を使用して運転に便ならしめている｡

荷役機械用電売品

国鉄戸畑駅埠頭用450t/b石炭楕込機として戦後2台
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目のものを納入した｡一巻上川は150kW,走行用ほ75

kWの直流電動機を,バケツ開閉および引込操作用には

それぞれ30kWの底流電動機を使絹している｡操作時

問短縮のため開閉動作は前磯に比し約50%増適し,聞

方向は複巻特性上して,開口閉口ともに約4秒以内に短

縮した｡なお巻下時高速ノッチより停止操作を行う場合

過大な制動電流が流れないように時限継電器で発電制動

特利を巧に移行せしめ円滑な操作が行えるよう考慮し

た｡また電動機の直流電源は550Vであるが,これが

500V～700V mてセ諸鋸椰二変動するので,電動機はこ

れに対して十分考慮して設計されており,また操作回路

の電圧もこれにつれて変動するため,接触器瓢に悪影響

があるので操作凹路電源としてHLGを使用した｡第15

図は巻上用直流電動機を,苗l咽は450t/血石炭積込機

の制御盤を示す｡

港湾および海運用機械電気晶

没深船 港湾河川の渡漂および砕岩用俊漢船で,蒸気

式から 気式に転換させた第一船を,昭和27年iこ完成

させて斯界の注目を浴びたが,本年その第二船を北海道

開発局に納入した｡船体は日立造船で製作し,バケツは

ライト型1･5m3,ヘビー型3m3で,巻上,開閉,ブー

ム僻仰用160kW,旋1可用30kWの直流電動機(いづれ

もレオナード制御方式)および多数の補機を設備してい

る｡すべて一般船舶用に準じて製作され,特に防滴防湿

には意を用いている｡160kW商流電動機の電源である

190kW直流発電機は自励分巻,他励および差動直巻巻

線を設けた三界濯巻線発電機で負荷の特性に過含した垂

下特性を持たしている｡第一船同様10余の実用新案を

各部に使用したほか,巻上巻下関閑適度をさらに高め,

加減速を半自動化して運転の巧椎に関わりなく円滑な運

転をさせるなど全般的な性能向上を施してある∴第17図

はエソヂン室設臓の制御キユーピクルを示す｡

灯台設樺船用デリックウインチ用電気晶

海上安全航行のため標灯を布設する700t灯台設標船

が海上保安庁より発注され,それに搭載されて標体およ

び根鎖,抜鎖,シンカーを操作するデリックウインチ用

電気晶を納人した｡ガイ(横購岡)操作用は分巻特性の

10HP直流電動機であるが,フック用40HP,トッピン

グ用40HP直流電動機を使用す払｡巻上巻下操作はと

もに6ノッチで,巻上運転ほ底巻特性として1ノッチで

動機電機子に分路抵抗を接続して低速運転を行い,

下方向では直巻界磁を分巻接続として制動巻下を行うご

とくし,1人の運転手により操作室よりすべての運転操

作ができるようにしてある｡

なお,上にあげた電 機あるいは発電機のうちおもな

る仕様については幕1泰に示す通りである｡

評 論 第38巻 第1-ぢ一

第15回 国鉄戸畑駅納巻上用150kW直流電動機

Fig･15･150kW D･C･Motor for Hoisting

Supplied to Tobata Station

第16図 石 炭 積 込 横 間 制 御 盤

Fig.16.ControIPanelforCoalLoader

第17図 汝 船 田 制 御 箱

Fig.17.ControIBox forDredger

紡 績 用 機 器

シルケ ット 用電気設備

倉敷紡績枚方工場納のシルケット2-ぢ一機用電機設備が

製作納入された｡機械設備は京都機械梨のものである｡

シルケットの原理ほ綿布をアルカリ溶液中に浸せば縮む

が,これを適当な張力を加えて伸ばせば絹のようなッヤ

がでることを応用し連続してこの作業を行わせるもので

ある｡布は第2表に示す各セクションを72yd毎分の速

度で通過し製品となる｡各セクショ=ンの機械部分に直結

された駆動用直流電動機の仕様も第2表に示す通りであ

る｡これらの電動機は65kW直流発 機から供電され,

その電圧により速度が整志される,したがって発電機は

磁気増幅器による自動電圧調整が行われる｡第2マング

ル用10HP電動機は速度の基準となり,各セクショ:/

電動機の相互間の関係速度はダンサーロールにより操作
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第 2 表 ル ケ ッ

Table2.List ofD.C.

卜 m 電 動 機
←∵貰 表

MotorsforSilket Machine

圧)
Ⅴ
電(

セク シ ョ ン 名諒

第1 マ

第2 マ

テ

ン グ ル

ン グ ル

こ●

第ユ マ ッ ク ー 送り

弟1マ ツ タ ー 絞り

第2 マ ッ ク ー 送り

第2･マ ッ ク 一 茶交り

第1 ワ ッ シ ヤ ー

第2-第7 ワ ッ シ ヤ ー

筋8!7

第1ド

弟2 ド

ツ シ′ ヤ
ー

ラ イ ヤ ー

ラ イ ヤ ー

増 力

(HP)

10

10

25

1

2

220

220

220

220

1 1 220

220

220

220

220

220

220

回転数
(rpm)

1,80D

l,800

1,800

124

72

124

72

72

72

72

97

97

される電動機界磁調整器(第2マングル用10HP電動機

は除く)の作用により常に止碓に保持される｡

第1マツダー以降の各セクショ:/電動機は減速ギヤー

と電動機が一体となったギヤーモートルで,減速機構部

は完全密閉油槽椰こおさめた油浴運転となっており,

速機構には特殊構造の複式遊星歯車減速方式を採用し,

耐久力大きく小型軽量できわめてコン㌧パクトに設計され

ている｡また65kW電動発 機は駆動用誘導電動機,

直流発電機を共通軸,共通枠の一休のものとし,励磁機

第18囲 シ ル ケ ット 用直流減速電動機

Fig.18.D.C.Gear-Motors for Silket Machine

はその軸端にオーバーハングされており,またこれらの

起動装置や磁気増幅器式自動電圧調整装置などの制御装

置をも含めて一つの 装鋼板製キユーピクル内に納めた

いわゆるパッケージタイプの電動発 機セットである｡

舶 用 機 器

直;充電動場貸機(HS型電動揚貨機)

日立造船納比国向輸出船用として第3表に示す直流電

動場賃機を製作納入し,好成績を収めた｡これらはAB

規格に準拠して製作されたが,日本海事協会鋼船規則に

は勿論ロイド規格にも合格するよう製作した｡
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第19図 3t 電 動 揚 貨 僻

Fig･19･3rton Electric Cargo Winch

揚貨磯の生命である機械部分明にウオーム,ホイール

部分は精選された材料に最高級の機械加工を施してあ

ら,特殊潤滑方式の採用と相まって騒音,振動は皆無に

近く,連続運転後の温度上昇も20DC以下であり,機械

部分全効率は86%の高能率に達した｡

電動機は直結円板型電磁制動機とともに全閉完全防水

型で運転時も通風の必要はなく,回転部のGD2は特に

小さく製作するとともに適切な制御方式の採用により,

定格荷重で定格速度までの加速時問0.7砂,減速時間

0･5砂というきわめて速い加減速特性をえた｡また両軸

受構造として,ウオーム軸との結合は特殊可揆継手を使

用してあるので,分解,組立も容易である｡第l,図は

3t電動揚貨磯の外観を示す｡

制御方式はワンマンコントロール,電磁間接制御とし,

簡潔な接続で舶用揚貨機としてすぐれた特性をもたせて

あり,発電制動巻~Fし運転時の回生電流も適当に制限し

ている｡

主幹制御器はカム型単位開閉器を使用し,操作軽快,

かつ高頻度に耐えるものである｡

電磁接触器箱は必要ないつさいの接触器,継電器類を

備え,主抵抗器とともに一体の枠組に纏め,デッキハウ

スに設置される型で,接触器には新型の枠取付型を採用

し,簡潔,堅牢,いかなる苛酷な運転にも損傷すること

なく,揚貨機用として十分な信頼性のあるものであり,

保守,点検にも便利な構造としてある｡第20図は3tお

よび5t用接触器箱の外観を示す｡

このほか,名古屋造船輸出船用として 5t提貨機72

台,8t揚貨機18台を製作中であり,標準機毎を制定

して,製作態勢を整えたのでそのすぐれた性能とともに

大方の期待に沿いうるものと確信する｡

輸出船用電気晶

輸出向造船の活況化に伴い,これらの電気晶を多数納

入した｡直流船関係の発電機,補機用電動機の納入一覧

を弟4表および第5表に示す｡発電機はいずれもディ

第38二巻 第1号

第20図 3tおよび5t電動揚貨機用接触器箱

Fig.20.Magnetic Contactor Boxes for

3-tOn and5-tOn ElectricCargoWinches

第21図 船内主電源用160kW'三株式直流発電機

Fig.21.160kW 3-Wire D.C.Generator

第22図

Fig.22.

ドラム型手動起動器(12～50HP周)

DrumTypeManual-OperateStarters

(12～50HP)

←ゼル機関駆動で,振動に対する機械的強度を十分とし,

機関室内の悪条件を考慮して完全な耐湿,耐油絶縁を施

している｡第21図に三繰式主直流発電椀の外観を示す｡

補機用電動機は新に設定した日立HD型直流電動イ

にしたがって製作され,すべて有機ガラス製の点検窓を

有し,簡単なヒンヂ機構によりカバーを外して内部手入

れが容易にできる｡通風型のものはすべて舶用の耐湿,

耐油絶縁を施し,必要に応じてB種絶縁として小形,軽

量化を計っている｡

補磯用制御器具類は各船舶規格に合格する標準品を制
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Table3.

横 幕

直 流 電 蓼 揚 貨 機 仕 様 一一 覧 表

Specifications of D.C.Electric Cargo Winches
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第 4 表

Table4.

納 入 :先

日 立 造 船

日 立 退 職

日 立 造 船

日 立 造 船

日 立 通 船

日 立 造 船

日 立 造 船

飯 野 重 二亡

飯 野 重 二工

船舶用直流発電機納入一覧表(1955年度)

Supply List of Machine D.C.Generator(1955)

損力(kW) 電 圧(Ⅴ) 回転数(rpm)l規 格

輸出向 2,000t

輸出向1,200t

輸出向11,500t

輸出向11,500t

輸出向 漁

輸田向 曳

国内向 5,000t

輸出向 4,250t

輸出向 4,250t

第 5 表

Table5.

貨客船 2隻

貨客舟葺 1集

貨物船 2隻

荒物静 2笠

船 1隻

船 1隻

袋物船 1隻

貨物船 4箕

壬実物船 4隻

230/115

230/115

230/115

230/115

225

115

230

225

225

船舶屈直流電動機納入一覧表(1955年度)

Supply List of Machine D.C.Motors(1955)

ABS

ABS

A】∋S

ABS

LR

Ll(

NK

ABS

ABS

納 入 先

日 立 造 船

日 立 造 船

日 立 ∃豊 船

日 甘:追 船

日 立二 造 船

飯 j野 重 工

名 古 屋･退:描

そ の 他

船

輸出向 2,000t

輸出向1,200t

輸出向11,500t

輸珪=句 漁

輸出向 曳

輸出向 4,250t

輸氾向10,500t

貨客船 2生

貨客船 1笠

壬買物船 2隻

船 1隻

船 2集

貨物胎 4集

貨物船 6生

容量(HP) 規 格

40-宛

32一方

85
-%

30 ′･J1

2

50･-･1

80 -′ 44

40･- 8

ABS

ABS

ABS

LR

Llく

A】∋S

LR

定し,これを適用している｡第23図は12～50HP用ド

ラム哩手動起動器で,断路器,主接触器,ドラム型起動

制御器,起動接抗器その他必要な附属器具一式をコンパ

クトに収納し,点検,予備品交換に便利なようスイング

アウト式としてある｡

防衛庁中型掃海艇用電気晶

防衛庁中 海掃型 隻用主発電機,主配電盤,機関室

および甲板補機用電気品一式を納入した｡これらは防術

庁海上自衛隊諸規格により製作されたことは勿論である

が舶用軽合金を使用して,非磁性化,小型軽量化をはか

った｡

附属制御器具については米 海軍規格に準拠した新前

撃試験を適用されるが,各器具とも新規格に合格するも

のを鋭意製作中で,気中遮断器,電磁接触器,各種継電

器そのほかほとんど完成して需要に応ずる態勢をととの

えた｡

このほか,防衛庁新造艦艇用として多種にわたる数隻

備 考

附属制御器具一式付

附院制御器具一式付

附属制御器具一式付

附尾制御器具一式付

附属制御器具一式付

附尾制御器具一式付

附属制御器具一式付

附足利御器具一式付

第23国

主電源用直流発電機

(防衛庁型)

45kW120Vl,500rpm

(閉鎖型)

Fig.23.

Main D.C.Generator

45kW120Vl,500rpm

Enclosed Type

の主発電機,主配電盤を含む電気品一式を納入した｡こ

れらは船自体が′ト型であるので,電気品も極ノ]軽合金を

使用して小型,軽量化をはかつてある｡

そ の ほ か｢

電磁力ップリングの応用

交流発電機の固定子に相当する部分が回転できるよう

にし主流側巻線に抵抗器を接続するかまたl･ま短絡してお
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けば滑り接手として応用できる｡この種の電磁接手の応

用方面が開拓された,その二,三の例を挙げる｡

(1)マイクロウエーブ通信無人中継所用電源設備

無人中継所であるため通常は普通の誘導電動機として

交流発 機を駆動し,停電時には自動的にエンジンを始

勤して,エンジン発電機として運転するよう工夫された

もので,電磁力ップリングを誘導電動機と兼用したとこ

ろに特長がある｡(特許出願中)セットは第24図に示す

ごとく,エンジン,電磁制動機,電磁力ヅプリング,ほ

ずみ車,発電機,励磁機の順に直結されており,通常は

電磁制動機でカップリングの片側を固定しておき,カッ

プリングの一次側は電が鋸二接続されて1､るので誘導電動

機として発電機を駆動している｡停電と同時に制動器は

開かれ電磁力ップリングの一次側は電源から励磁機側に

切替えられるのでカップリングとしての機能を生じ,は

ずみ車のエネルギーでカップリングを通してエンジンを

始動する｡始動後は逆にエンジンからカップリングを通

して発電磯を駆動するものである,停電が回復すれば自

動的に元の状態に復帰する｡

(2)セメントキルン宝達自動制御装置

大阪窯 セメント納250HP誘導電動機こ附属しセメ

第38巻 第1号

第24国 電磁力ップリングを応用したマイクロ

ウエーブ通信無人中継所用電源設備

Fig.24.Motor Generator Set for Micro-

Wave Wireless Telephone

ソトキルンを駆動する電磁力ップリングが 作された｡

カップリングとしては容量の大きいものであるが自冷式

である｡カップリング励磁電流を自動制御し,予め与え

られた指令速度に対し,指連発電機の速度が偏差を生ず

ると自動的に元にもどすよう励磁電流の適応制御を行う

ので,精密な宝達運転を行うことができる｡また指令速

度は広範囲に変えうる｡




